
このたびは、オリンパス実体顕微鏡用架台をご採用いただき、ありがとうございました。

本架台の性能を充分に発揮させるため、および安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明

書をお読みください。

架台使用時には、常にお手元に置いていただきお読みになったあとも大切に保管してください。

取扱説明書

お願い

SZ2-STU1/SZ2-STU2
SZ2-STU3

ユニバーサル架台1型／ユニバーサル架台2型
テーブルクランプ架台





SZ2-STU1/SZ2-STU3

目　次 
この架台シリーズSZ2-STU1/SZ2-STU2/SZ2-STU3は、すべて静電防止（ESD：Electro Static Discharge）

仕様となっています。

外装表面に導電性塗料を施すことで表面抵抗を低くおさえています。

架台（SZ2-STU2は水平アーム部も必要）にアースリード線を接続することで、速やかに静電気を逃がすこと

ができます。

  注　意 ESD性能を維持するには、一緒に使用される実体顕微鏡、装置取付焦準アームやオプションも、

必ずESD仕様で統一してください。組合わせが異なっていると、アースへの導通が遮断されます。

・この架台シリーズのクランプつまみはESD仕様ではありません。

　（ESD仕様のクランプつまみは個別注文品対応です。）

・SZ2-STU2水平アームとベース部は支柱摺動部で導通が遮断されるため、個々にアース接続が必

要となります。

  注　意 感染のおそれのある試料を観察した場合は、感染防止のため、試料に接触した部位を清浄な状態

にしてください。

はじめに　― 安全にご使用いただくために、必ず読んでください ― 1,2

1　構成モジュールと外観寸法 3

2　各部の名称および組立て方 4

3　使用法 5,6
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SZ2-STU1/SZ2-STU3

はじめに 

安全に関するお願い

SZ2-STU1の場合

図  1

図  2

図  3

1）架台を設置する机上面は水平な所（傾き3°以内）でご使用ください。

2）移動する際は必ず各クランプがしっかり締まっていることを確認

してから必ずベースに手をかけて持ち上げてください。水平アー

ムや支柱だけを持って持ち上げると、ベースが落下する危険性が

あります。

3）架台は搭載できる質量に制限があります。（下表参照）写真装置付

鏡体等の重量物は組合わせできません。

支柱はベースに対して中心から片寄って取付いています。

水平アームの向く方向によって安全性が異なります。（図1,2）

水平アームを最大に引出した場合、ボンダアームへの搭載質量制

限＊は次のようになります。

前　方 70° 4.6kgまで

横方向 85° 3.0kgまで

後　方120° 2.0kgまで

＊この条件で、顕微鏡操作時
に荷重が掛かると転倒の危
険があります。可能な限
り、水平アームを押込んだ
位置でご使用ください。

図2で水平アームの向きが前方70°の範囲が最も安定しています。

4）鏡体の前方に広いスペースがとりたい場合は水平アームの向きが

後方120°の範囲になり転倒しやすいので、必ずテーブルクランプ

①やベース上におもり（3kg以上）②を載せるなどの方法でしっか

り固定させてご使用ください。（図3）

搭載質量

横側

前側

後側

横側

①
②

上から見たイラスト
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SZ2-STU1/STU3

図  4

SZ2-STU3の場合

1）取付けるテーブル③は、厚さ10～60mmで端面スペースが40mm

以上ある、丈夫なテーブルに取付けてください。（図4）

2）搭載質量は、全方向で4.6kgとなります。

3）テーブルへの着脱は、安全を確保するため、テーブルクランプ部

から支柱部を取外して組立ててください。

支柱部を取外さない場合は、必ずもう一人が水平アーム部を支え

るようにしてください。

4）内部振動が気になる場合は、付属のゴムシート④を挟み込んでく

ださい。（図4）

③
④

10～60mm

40mm以上
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SZ2-STU1/SZ2-STU3

  取付可能モジュール

◎ESD性能を維持する場合は、取付モジュールもESD仕様で統一する必要があります。

・顕微鏡鏡体：SZ2シリーズ、SZX7、SZシリーズ、SD/SFシリーズ

・傾斜照明装置LSGA（SZ2-STB1に取付可）

・その他鏡体取付け可能モジュール

  注　意　　写真撮影装置の搭載は、安全面から禁止します。

11 構成モジュールと外観寸法（単位mm）

ユニバーサル架台1型
SZ2-STU1

ボンダアーム
SZ2-STB1

テーブルクランプ架台
SZ2-STU3

（網掛け部SZ2-STU1と同じ）

・ベース部質量：17.5kg
・総　 質 　量：25.4kg
　（ボンダアーム0.9kg含む）

・クランプ部質量：2kg
・総　　質　　量：9.9kg
　（ボンダアーム0.9kg含む）

180

250
250テーブル面 

150～460

3（等分）-M6 
φ68

48

508

φ32

φ32

148
437

134～3
94

90。 

180。 

360。 
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SZ2-STU1/STU3

22

図  5

図  6

六角レンチ
　　収納穴

各部の名称および組立て方

1 架台の組立て （図  5）

SZ2-STU1

適合顕微鏡鏡体

水平アーム部

落下防止リング

六角
レンチ

固定ねじ
（2ヶ所）

ボンダアーム
SZ2-STB1

固定ねじ
（2ヶ所）

支柱

ベース部

六角レンチ

アースリード線
接続＊

固定ねじ
（2ヶ所）

六角レンチ

アースリード線
接続＊＊

テーブル
クランプ部

SZ2-STU3

ESD性能を維持する場合は、必ずアー
ス接地を行ってください。
　＊φ4バナナプラグ用取付穴（4ヶ）
　　裸線用アースリード線用ねじ（1ヶ）
＊＊裸線用アースリード線用ねじ（1ヶ）

支柱の取付けは六角レンチで確実にねじを締めてください。

ゆるんでいると回ったり外れたりして危険です。

落下防止リングは水平アーム部下側に密着する位置に確実に固定

してください。

◎六角レンチは水平アーム部にある六角レンチ収納穴に差込んでお

くと便利です。

2 ボンダアームの取付け （図  6）

1）水平アーム先端の軸についている誤操作防止リングを持ち上げま

す。付属の固定ねじをねじ穴（2ヶ所）に付属の六角レンチで約半

分ぐらいねじ込みます。

次に、ボンダアームを下から突当たるまで差込みます。

2）固定ねじを六角レンチでしっかり締めてください。誤操作防止リ

ングは手を放すと落下してねじを隠します。

ボンダアームは確実にねじ止めしてください。ゆるんでいると

回ったり、落下したりして危険です。

誤操作防止リング

固定ねじ
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図  7

33 使用法

1）水平移動クランプつまみをゆるめると水平アームをアームの軸方

向に水平移動させることができます。鏡体部を持ち上げながら移

動させると、円滑に移動できます。

2）水平回転クランプつまみをゆるめると水平アームは支柱を中心に

360°回転させることができます。

このとき、落下防止リングのクランプつまみがしっかり締まって

いて、水平アーム部に密着していることを確認してください。

3）水平アームを上方に動かしたいときは、落下防止リングを締めた

状態で垂直クランプつまみをゆるめ、アームを上方に上げます。

位置が決まったら垂直クランプを締めます。次に落下防止リング

を水平アーム部の下まで上げてクランプします。また水平アーム

を下方に降ろしたいときはまず落下防止リングを降ろしてクラン

プしてから水平アームを下方に降ろしてください。

2つのクランプつまみを同時にゆるめることは危険ですから絶対

行わないでください。

4）ボンダアーム回転クランプつまみをゆるめるとボンダアームを水

平に回転させることができます。（図8）

左右90°ずつ180°以上回転可能ですが、回しすぎると水平アーム

と鏡体が衝突しますので注意してください。

図  8

図  9

5）水平アーム先端部のねじ（2ヶ所）を付属の六角レンチでゆるめる

ことにより水平アームに対して先端部を回転させることができま

す。（図9）

ボンダアーム
回転クランプつまみ

水平回転および
垂直クランプつまみ

水平移動
クランプつまみ

落下防止リング
クランプつまみ

先端部
回転用ねじ
（2ヶ所）
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SZ2-STU1/STU3

図  10

図  11

この回転により垂直面の観察や、背の高い試料の観察等が行えま

す。（図10）

先端部回転用ねじは特にしっかり締めてください。ゆるんでいま

すと急に回転してしまう危険がありますので注意してください。

先端部回転用ねじをゆるめすぎると先端部が抜けてしまい危険で

すので注意してください。

先端部を横向きや逆向きに取付ける際は、安定性が悪くなります

のでベース部をしっかり安定させておいてください。

6）ボンダアームの角度調節ねじをゆるめるとボンダアームの角度を

変えることができます。（図11）

（ボンダアームの角度調節については「装置取付焦準アーム」の取

扱説明書をお読みください。）

鏡体を付けたままの角度調節は急に回転したりして危険です。鏡

体を取外してから行ってください。
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前　　方 90° 10kg（8.8kg）まで

左横方向105°
  6kg（4.8kg）まで

右横方向100°

後　　方 65°   7kg（5.8kg）まで

はじめに 

図  12

図  13

SZ2-STU2

安全に関するお願い

1）架台を設置する場合は、水平な机上面（傾き3°以内）でご使用くだ

さい。

2）移動する際は必ず各クランプがしっかり締まっていることを確認

してから必ずベースに手をかけて持ち上げてください。水平アー

ムや支柱だけを持って持ち上げるとベースが落下する危険性があ

ります。

3）架台は搭載できる質量に制限があります。また水平アームの方向

によって安定性が異なります。（図12）

・水平アームを最大に引出した場合、SZX架台用アームへの搭載

質量制限＊は次のようになります。

（　）内は、SZX架台用アーム1.2kg使用時

＊この条件で、顕微鏡操
作時に荷重が掛かると
転倒の危険があります。
可能な限り、水平アー
ムを押込んだ位置でご
使用ください。

・質量のある鏡体を組合わせる場合は水平アームの回転ストッパ

を前方90°にセットしてください。

　（使用法11頁参照）

4）テレビカメラまたは写真装置を取付けた鏡体と組合わせる場合は

鏡体のティルティングは行わないでください。重く、重心位置が

高いため、クランプレバーをゆるめた場合、急激に回転し、テレ

ビカメラまたは写真装置や鏡体を破損するおそれがあります。（図

13）（使用法13頁参照）



8

SZ2-STU2
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11
SZ2-STU2

構成モジュールと外観寸法（単位mm）

ユニバーサル架台2型
SZ2-STU2

SZX架台用アーム
SZ2-STS

・ベース部質量：17.5kg
・総　 質 　量：34kg
　（SZ2-STS含まず）

  取付可能モジュール

◎ESD性能を維持する場合は、取付けモジュールもESD仕様で統一する必要があります。

・顕微鏡鏡体：SZX10/16鏡体＋焦準部

　　　　　　　SZ2-STS＋SZ2シリーズ、SZX7、SZシリーズ、SD/SFシリーズ

・傾斜照明装置LSGA（SZ2-STSに取付可）

・その他鏡体取付け可能モジュール

  注　意　　写真撮影装置（大版カメラ組合わせ除く）またはテレビカメラは、この架台に搭載可能です。
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22 各部の名称および組立て方

水平アーム
水平軸回転
クランプレバー

ティルティング
クランプレバー

取付軸
φ32

鏡体落下
防止ねじ

SZX用
延長アダプタ

落下防止
リング

支柱

垂直クランプレバー

水平移動重さ出しつまみ

水平クランプつまみ

ベース固定穴
φ8（4ヶ所）

適合顕微鏡

SZX架台用アーム
SZ2-STS

SZX用
延長アダプタ

SZX10/16鏡体

鏡体落下防止ねじ

水平アーム部

アースリード線接続＊（裸線用1ヶ）

落下防止リング

支柱

六角レンチ

固定ねじ（2ヶ所）

ベース

アースリード線接続＊

★固定ねじは2ヶ所とも付属の六角レンチで強く
締付けて、支柱をしっかり固定してください。

ESD性能を維持する場合は、
必ずアース接地を行ってくだ
さい。
　＊φ4バナナプラグ用取付穴（2ヶ）
　　裸線用アースリード線用ねじ（3ヶ）
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SZ2-STU2

図  14

図  15

①

適合顕微鏡
鏡体

1 SZX鏡体の取付け （図  14）

1）鏡体落下防止ねじ①を取外し、SZX用延長アダプタ②を取付軸③

にねじ込みます。

2）延長アダプタ②の中央の穴④に、SZX鏡体付属の六角ドライバ⑤

を差込み、矢印方向へ強く締付け固定します。

3）SZX鏡体⑥を取付け、焦準部固定つまみ⑦を締付けます。

4）鏡体落下防止ねじ①をコインなどで確実にねじ込みます。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

2 SZX架台用アームSZ2-STSの取付け （図  15）

1）鏡体落下防止ねじ①を取外し、SZ2-STS②の固定ノブ③をゆるめ

て取付軸④へ取付け、固定ノブ③を締付けます。

2）鏡体落下防止ねじ①をコインなどで確実にねじ込みます。

3）使用する適合顕微鏡鏡体を取付けます。

①

②

③

④
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①

②

図  16

33

図  17

図  18

①

②

使用法

1）水平クランプつまみ①をゆるめると水平アームを水平移動させる

ことができます。

水平移動の力量は、水平移動重さ出しつまみ②により調整するこ

とができます。矢印の方向に回すと重く、反対側に回すと軽くな

ります。（図16）

このとき、力量を軽くしすぎると急激な移動により手を挟むなど

の危険がありますのでご注意ください。

2）垂直クランプレバー①をゆるめると水平アームが支柱を軸にして

回転可能となります。このとき、落下防止リングの回転ストッパ

により回転範囲が90°に制限されています。落下防止リングのク

ランプつまみ②をベースに対して正面に向くようにセットするこ

とにより、回転範囲を前方90°範囲の最も安定する位置にセット

することができます。（図17）

特別な目的で使用する以外は、安全のためこの向きでご使用くだ

さい。

3）水平アームを上方に動かしたいときは、落下防止リング①を締め

た状態で垂直クランプレバー②をゆるめ、水平アーム③を上方に

上げます。位置が決まったら垂直クランプレバーを締めます。次

に落下防止リングを水平アーム部に突当たるまで上げて確実にク

ランプします。（図18）

また水平アームを下方に降ろしたいときは、まず垂直クランプ

レバー②が締付けられていることを確認し、落下防止リングを

降ろしてクランプします。それから水平アームをしっかり支え

て垂直クランプレバーをゆるめ水平アームをゆっくり降ろして

ください。

落下防止リング①と垂直クランプレバー②を同時にゆるめること

は危険ですから絶対行わないでください。

①

②

③
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SZ2-STU2

図  19

図  20

4）ティルティングクランプレバー①をゆるめることにより鏡体を前

後に傾けることができます。（図19）

このときクランプレバーを完全にゆるめると鏡体が急激に回転

する危険がありますので、レバーは半固定状態で操作してくだ

さい。

写真撮影装置またはテレビカメラを組合わせる場合は鏡体を傾け

て使用しないでください。

図  21

5）高さのある試料の観察や、長い作動距離の補助対物レンズを組合

わせる場合はティルティングクランプレバー①をゆるめ、取付軸

②を180°回して上向きにした後に鏡体を水平アームの上側に取付

けます。（図20）

この場合、非常に安定性が悪くなりますので重量のある鏡体（SZX）

および写真撮影装置は搭載しないでください。

6）SZX架台用アームまたはSZXの固定ノブをゆるめることにより鏡

体を水平に回転させることができます。（図21）

左右90°ずつ180°以上回転可能ですが、回しすぎると水平アーム

と鏡体が衝突しますのでご注意ください。

下側の鏡体落下防止ねじがゆるまないよう充分ご注意ください。

①

①

②
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図  22

図  23

①

②
③

①

②

7）水平軸回転クランプレバー①をゆるめることにより取付軸②を水

平軸に対して回転させることができます。

クランプレバー①をゆるめ、先端部を2～3mm引抜くと回転止め

部③が外れますので必要な位置まで回転させて、レバーを強く締

めて固定してください。（図22）

先端部は必要以上に引抜かないでください。引抜きすぎると先端

が外れて危険です。

レバーを完全にゆるめると鏡体が急激に回転する危険があります

のでレバーは半固定状態で操作してください。

◎回転止めは上下に2ヶ所付いています。

8）写真撮影装置やテレビカメラを取付ける場合は、次の手順で取付

軸が垂直位置から奥側に傾かないようにセットします。

ティルティングクランプレバー④がゆるむと、観察者側に写真撮

影装置またはテレビカメラが倒れ込む危険がありますので、必ず

この設定を行ってください。

　a）水平軸回転クランプレバー①をゆるめ、アーム先端部を2～

3mm引抜いて180°回転させ取付軸②を上向きにします。

次にアーム先端部を確実に回転止めに押付け、クランプレバー

①を締付けます。（図22,23）

　b）ティルティングクランプレバー④をゆるめ、取付軸②を下向き

にします。（図23）

　c）鏡体落下防止ねじ⑤を外し、SZX架台用アームSZ2-STSまたは

SZX鏡体を取付けます。（図23）

　d）鏡体取付後、鏡体落下防止ねじ⑤を必ず取付けてください。

（図23）

④

⑤
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